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即 時向調開閉""alJ'a!':llJ'l".<1闘訓ζ町間四で酬で...が

怒るぺ〈便利で信..口座.舗辱J虚を"周してください.0座IiY(1)-'f観き信 各金問陣.闘，.・R・も含

む}の窓口で直瞳噂し込みしてくr.'.，さい {ロ鹿.鎗依頗.1<1-'町内的脅盆.機関にありま'"

霊前記の~I 閑 Lて すでじ毎月納付のn峨個師"を刊附

している人が前納する‘合IJ，4 I!分以降の級"の旬開約

乎飽きを各金酸慢聞の.日で.ずして〈だ§い

この尉酬の納付陪開局Jf~ 11:各 . 酬 のe口

Iおいて甥盆で・#n日までに納付してくだ，ぃ

(・n納付u 申込用の・月 銘便局'"か，.'から
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すで‘・R納付.口直観醤を柑mcτいる人で..・-
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</~~い.
・'"'日岬につもて"金間前納岬ι品開暗
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する納付a掴.で 4111mまでS納付Lて〈犯さい.

~JJ. .1II: 1 4 11!-1l~ら" 固が叙繍・a・...行令た
の州市開"'.If(l(闘でほ平塚1・年度からの帽

術"のロ...の'し込み"一切取り緩いでiきません.

l燭札、合わ也】 市役瞬間断金課、

EMiF前回
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大相"" 寧威 "盗事の全

国級河 l防 水質蘭董で2醤

自に汚れていると吋酬に

怒りました.こ"" 私たち
の家庭伊ら幽る自主活務理ドが原

因どと冒われて1いま..

.ゃ.b健Z砂子どもfζち

が翠ぴ心の安らぐされい忽 日たち即日札制

川明暗すためと 私たち一人ひとりの努力とob'1河

大雪忽舗にし捜しぷう.

~できることか§陰じbょう~

C 食用@惨穫し，~るか 新限緩 ごしみ込まぜたり 固める

叫して肺館内る己みとして幽しましぶう.

Oi.llしに齢、慨士抑制とできる間労相同日

さ怒しゅうにしましょう

。友耕輔を使用し乱己

。浄化・は 定織的に点検し智しよう.。τ*iI!J墜偏されてし渇釧ζ 下水湖に償問さnて""

い開l司 、て 俗 珊ζ下 柑 へ 醐しましd広ヨ
白みや空き缶隠 I II I~配怒しはうにしましぶう.
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防火 … 姐録制白ど…一 変更を間 じていま ーーの4 で雪.
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2111Jfl(，l:)-V醐

〈縦四衛問L噌わtt)
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2-1101) 市役所計画課(二条大路甫 了目刊行庁舎

ゆ酬3幡 宮 3← 1111)"0

間制防火 糊火酬姐刷雌眠2庁画
』引では市役所百十両様~
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鳳位の計画

世車線阻 如何M 成。ご資することを目的
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臨引き.用珪地埴芯どの見直し対象町名.. . . . . . . . . . . . 

.市衡化犀旭 市種財団聞贋区鍵及dそれ乙.う廟途絶婦の変更.
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